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ベネッセグループでは、株式会社 EDUCOM（読み：エデュコム、本社：愛知県・東京都、代表取締役 CEO 兼

COO：小林 泰平 、以下：「EDUCOM」）が全国の小・中・高等学校に統合型校務支援システム（*1）「C4th」を、ま

た株式会社ベネッセコーポレーション（本社：岡山県岡山市、代表取締役会長兼社長：岩瀬 大輔、以下：「ベネッセ」）

が小中学校向け ICT 学習ソフト「ミライシード」を提供しています。 

デジタル庁、総務省、文部科学省、経済産業省が令和 4 年 1 月に示した「教育データ利活用ロードマップ」（*2）におい

て、デジタル活用による転記・集計作業の自動化を通じて無駄な業務を削減し、授業研究の時間を確保することが、教育デ

ータの蓄積と流通の将来像として提示されています。 

このたび、「C4th」と、「ミライシード」の CBT 単元確認テストである「テストパーク」とのデータ連携機能をリリースします。これに

より「テストパーク」上で受けたテストの結果が「C4th」の成績処理機能に自動連携され、先生方が結果を登録・転記する手

間を削減します。 

両社では、今後もグループ間での製品連携を強化し、学校現場の先生方における「学習」「校務」両面での業務負担の軽

減に貢献してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（*1）統合型校務支援システムとは、教務系（成績処理、出欠確認、時数など）・保健系（健康診断票、保健室管理など）、指導要録などの学籍

関係、学校事務系などの統合した機能を有するシステムのこと。 

（*2）「教育データ利活用ロードマップ」 https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/content/000159621.pdf 

 

■連携の概要 

「ミライシード」上で小テストを実施可能にするアプリ「テストパーク」上で受けたテストの結果が「C4th」の成績処理機能に自

動 API 連携されます。 

EDUCOM の統合型校務支援システム「C4th」と 

ベネッセの小中学校向け ICT 学習ソフト「ミライシード」が 

テスト結果データを自動連携 

アプリ上で受けたテストの結果が自動で成績処理され、先生による結果の登録・転記が不要に 

製品連携強化により、先生方の業務負担を軽減 
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■今後について 

今後も EDUCOM とベネッセは、グループ間での製品連携を強化し、学校現場の先生方の業務負担軽減に「学習」「校

務」の両面から貢献してまいります。 

 

◆「C4th」について 

「C4th」は、先生の校務の効率化を支援する EDUCOM の統合型校務支援システムです。クラウドあるいはオンプレミスで

提供し、シェア No.1 の統合型校務支援システムとして、全国約 600 自治体、約 11,000 の小中学校でご利用されていま

す。（2025 年 3 月時点）  

URL：https://www.educom.co.jp/service/c4th 

 

◆「ミライシード」について 

ベネッセの「ミライシード」は、一斉学習・協働学習・個別学習それぞれの学習場面に対応した、小中学校向けタブレット学

習用オールインワンソフトです。全国の小中学校の約 30％に相当する 10,000 校超・340 万人以上の児童・生徒にご活用

をいただいています。（2025 年 3 月時点） 

URL：https://bso.benesse.ne.jp/miraiseed/index.html 

 

◆「テストパーク」について 

教科書の主要単元の確認テストを収録し、「ミライシード」上で小テストを実施可能にした CBT 単元確認テストです 。自

動採点と即時返却により、先生のテストにおける業務負荷を軽減するとともに、児童・生徒のテスト後の復習効果の最大化を

図り、学習効果につなげます。昨年度の機能開発・実証実験を経て 2025 年 4 月 1 日より提供をスタートしました。 

URL：https://bso.benesse.ne.jp/miraiseed/products/testpark/index.html 

 

◆株式会社 EDUCOM（エデュコム）について 

1989 年 4 月に教育用コンピュータ事業を開始、1990 年に有限会社として設立。先生の校務の効率化を実現する「統合

型校務支援システム」をはじめ、保護者向け情報発信ツールや子どもの「心と学びの記録・振り返り支援システム」などの学校

支援システムは全国約 650 自治体、約 11,700 の小中学校で利用されている。（2025 年 3 月時点）  

2019 年 1 月にベネッセグループの Classi 株式会社と戦略的パートナーシップを締結。現在は、文部科学省が推奨する教

職員の働き方改革の実現および教育活動の高度化を目指す教育 DX の取り組みを受け、1 人 1 台端末定着後の Next 

GIGA 時代を視野に入れた次世代学校支援システム「C4th US（シーフォースアス）」を、2026 年度提供に向けて開発

中。 

名称  ：株式会社 EDUCOM（読み：エデュコム） 

代表取締役 ：小林 泰平 

本社所在地 ：〒486‐0918 愛知県春日井市如意申町 7-7-5 

             〒163-0415 東京都新宿区西新宿 2-1-1 新宿三井ビルディング 14 階 

事業内容 ：学校支援システムの開発・販売・サポート（導入・運用・保守） 

URL  ：https://www.educom.co.jp/ 
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◆株式会社ベネッセコーポレーションについて 

「Benesse＝よく生きる」という企業理念のもと、「進研ゼミ」などの通信教育や模擬試験、学校向けサービス幼児から社会

人まで、一人ひとりの成長を生涯にわたって支援する教育関連事業を展開しています。 

名称  ：株式会社ベネッセコーポレーション 

代表取締役会長兼社長 ：岩瀬 大輔 

本社所在地 ：〒700-8686 岡山県岡山市北区南方 3-7-17  

事業内容 ：通信教育「進研ゼミ」、模擬試験などの教育・ICT 関連事業 


